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ルの薬剤放出医療材料としての応用について、実際の研究例を挙げて述べた。第 2 章の「Ultrasound 
stimulated release of mimosa medicine from cellulose hydrogel matrix」では、セルロースヒドロゲルにミモサ
を含有させた材料の特性について、薬剤の有無について検討し、ミモサとセルロースがハイドロゲルフ
ィルム内で水素結合で保持されていることを見出した。この状況に、23、43、96 kHz の周波数の超音波
を、5W から 30W 出力で照射したところ、薬剤放出速度が超音波下では約５倍早まることを見出した。
超音波処理条件変えることで、放出速度が制御でき、超音波照射によるミモサ-セルロース-水からなる
水素結合が切断されることで徐放速度が高くなることを明らかにした。第 3 章「Ultrasound stimulated 
release of gallic acid from chitin hydrogel matrix」では、バイオマスポリマー素材をカニ由来のキチンに変
え、薬剤としてガーリック酸を担持させたヒドロゲルの作製方法を初めて確立した。この薬剤含有ヒド




れた。第 4 章「Ultrasound effect on cellulose decomposition in solution and hydrogels」では、セルロースヒ
ドロゲルの超音波照射における分解挙動について検討している。超音波周波数を 43kHz、141kHz、500kHz
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